
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

帆炉道　友紀（ほろみち　ゆき）

キュマイラ
ブラックドッグ

高校生

17

犠牲

義理の両親

嫌悪

永劫の別れ

高校生

男

35

犬飼

5
1
1
1

1
0
0
0

0
0
0
0

6
1
1
1

33
3
3
8
16

2
1 1 2

噂話 2

ヴィブロウィップ

マイナー
メジャー普通

白兵
　　
　　
白兵

6r-2
0
0
9r

10

10

イニシアチブにオートで装備　マイナーを使用することでシーン中攻撃力+5

2.3.6　侵食率9　ダイス増加　戦闘移動
1.4.　侵食率4

0 0

叔父夫婦
親友の馬　ロニー

犬飼

好意
遺志

幸福感

疎外感
悔悟

ずっと眺めていたい

6

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ブラックドッグ

完全獣化

知性ある獣

アタックプログラム

MAXボルテージ

イオノクラフト

ハードワイヤード

★

0

2

1

1

1

2

1

3

★

-

1d10

2

6

2

2

4

1

-

オート

気絶時

メジャー

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

マイナー

常時

視界

-

至近

至近

武器

-

至近

至近

シーン

自身

自身

自身

-

-

自身

自身

自動

自動

自動

自動

対決

対決

自動

自動

-

↓100

-

-

-

80

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-LV

ダイス+LV+2個

完全獣化中アイテムを通常通り使える

達成値+LV*2

攻撃力+10　ダイス-1個　シナリオLV回

飛行状態で戦闘移動　距離+LV*2m

ブラドグ専用アイテムを常備化　侵食率基本値+4

[主要設定］
どこか気弱で人見知りがち。動物、特に馬をこよなく愛する少年。かつて実の両親とは死に別れ、牧場を経営する叔父夫婦の元で暮らしている。
覚醒後は、機械化した馬のような姿に変身する能力に目覚める。体に内蔵された鋭利かつしなやかに伸縮する刃を使い戦闘を行なう。
戦闘が進むほど馬の鬣の部分に電気が溜まっていき、刃の威力を向上させる。

［詳細設定］
幼い頃、両親と死に別れ牧場を経営する叔父夫婦に預けられる。そこで牛や馬と触れ合い、動物を愛する心を持つようになった。
特に、ロニーと呼んでいた立派な鬣を持つ誇り高き馬が親友だった。ロニーは彼が山で熊に襲われ、生死の境を彷徨っていた時、勇敢にも熊と戦い彼を助けてく
れた。
だがロニーはその時の傷が元で死んでしまった。それからというもの、彼の中では馬は誇り高く、誰かを守る強い存在というイメージが心に根付いた。
動物と触れあってばかりいたため、人とのやりとりは苦手であり、学校に入学してからは人づきあいの失敗もあり気弱で人見知りな性格となる。

綾瀬真花はそんな彼がようやく興味を持てた人だ。理由は簡単なもので、いつも一人でいがちな自分にちょくちょく話しかけてくれるから。そして、自分がふと
漏らした馬の話に興味を持ってくれたから。それが皆に対して同じだったのだとしても、彼にとっては嬉しいことだったのだ。

覚醒後、自分の変身した姿については、誇り高い馬とは似ても似つかぬ機械の体、異形の刃、鈍重さなため、自己嫌悪を覚えている。
彼が馬の姿を取ってしまうのは心に根付いた「守るモノ」のイメージが馬であるためなのだが、彼自身はそこまで気がついていない。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

